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補修作業を行います。併せて、打放しコンクリート

壁のメンテナンスや防水工事も予定しています。

　前回（2014~15年）の改修工事では常設展示

室の照明をLED化しましたが、今回は企画展示室

の照明を一新します。照度（明るさ）だけでなく、色

温度（色味）も調整できる照明設備を取り入れ、よ

り見やすく、美しく、作品をご覧いただけるようにな

ります。

旧新潟刑務所の跡地に、隣接する西大畑公園とともに

前川國男の設計により整備されました。海岸からおよそ

350ｍと海に近いため、設計にあたっては塩害対策が重

要視されました。 

開館時は500点に満たなかった所蔵品が10年後にはお

よそ3倍近くに増えたこともあり、展示・収蔵機能のさら

なる拡充を図りました。

開館20年を前に、更新時期を迎えた空調設備等の改修

を実施。2005年には貸出条件の厳しい海外美術館のコ

レクション展が2回も開催されました。

エントランス部分や講堂の模様替え、「ラウンジN」や「本の

ラウンジ」の開設、服部一成さんのデザインによるサインシ

ステムの導入など、オリジナルの部分を活かしつつも、新た

な新潟市美術館として全面リニューアルしました。 

　作品を保存・展示する環境では、最適な温湿度

を一定に保つことが重要です。その調整を行う空調

設備は、美術館の生命線とも言えるでしょう。10年

毎のメンテナンスを繰り返しながら、長年にわたり働

き続けた空調機ですが、老朽化のために、竣工以来

最も大規模な更新作業を予定しています。なかなか

外から変化が見えにくい部分ではあるものの、作品

を守り伝えていくために大切な工事なのです。

　新潟市美術館を設計した建築家・前川國男のト

レードマークともいえる「打ち込みタイル工法」。当

館の外壁には、全国に広がる前川建築の中でも特

徴的なオリーブグリーンのタイルが使用されていま

す。今回の工事では経年劣化対策として、張替や

　当館は、これまで２

冊の所蔵品目録をま

とめています。最初は

2006年2月、『新潟

市美術館全所蔵作

品図録　絵画篇』が

刊行されました。故・

林紀一郎顧問（初代

館長）は、その巻頭で

「今こそ、美術館の“顔”は、点から線へとコレクショ

ンのベクトルが志向し、ようやく輪郭線を描きはじ

めたのだ、と言えるだろう。点が線に、そして面とな

り完全な“顔”が描かれるには、“百年の大計”を必要

とする」と、大きなヴィジョンを語っています。この目

録は、一般的には作家名の50音順・ABC順に作品

を配列するところ、作家生年順という異例の構成で

す。当館コレクションを通じて美術史の流れを概観

できる（したい）というような、これも“百年の大計”の

表現だったのかもしれません。 

　筆者（2012年9月に中途採用）に課されたのは、

その大きなヴィジョンを仔細にわたって点検するよ

うな作業でした。２冊目となる『新潟市美術館所蔵

品目録』（2 0 1 6年

3月）の編集を命じ

られたのです。この

とき館内では、すで

に所蔵品データは

完備しているのだか

ら、それを入稿用に

多少整えれば良い、

と考えられていたよ

うです。ところが、早い時点で、タイトルに「全作品」

や「総目録」と謳うわけにはいかないことが分かりま

した。さらには、刊行自体も日延べされました。当時

は「新潟市美術館の評価及び改革に関する委員会」

（2010年度）から数年を経たばかり、二度目の目

録編集も、当館再生の一環であると認識を新たにせ

ざるを得なかったのです。 

　既存のデータベース（クラリス「ファイルメーカー」

を使用）は、文字原稿の出力元となるべきものでした。

しかし2010年度中に急ピッチで入力されたものとの

ことで、紙製の作品カードとデータベースとの突合

作業が二人がかりで幾日も続きました。作品の寸

法、素材・技法、署名・年記などを確かめるため、収

蔵庫内での現物確認も繰り返しました。展覧会出品

歴をつきとめるべく、様々な文献に当たった挙句、当

の作品裏面に出品シールを見つけた時の嬉しさと

悔しさ（笑）。一方、各項目の表記の統一にも努めま

した。また、それまでの作品 IDが、たとえば「絵1」と

なっていたものを、「T0001」と５つの1バイト文字に

改善しています。とくに慎重な協議を要したのは、分

野の見直しでした。「絵画」と一括されていた作品群

を、「日本画・油彩画・その他」と「水彩・素描」に大き

く分割することにしたのです。 

　開館40周年を機に導入を予定する新たなデータ

ベースは、当館にとって次の一歩です。館の歴史の

継承は、検証・批判・修正の連続に他ならず、無謬

性を前提としたり、一職員の手柄として吹聴できる

ようなものではありません。これからも続く私たちの

仕事は、大きな壁のレンガや目地の一々に、じっと目

を凝らすような営みでもあり続けるでしょう。

（学芸員　藤井素彦） 

「驚異の部屋」はいまどこに

　新・博物館法が昨年より施行されまし
た。新しい登録制度や学芸員資格のこ
と、改正に至るまでさまざま議論がありま
した。デジタルアーカイブもその焦点の
一つです。 
　改正博物館法第三条で博物館の事業
として「博物館資料に係る電磁的記録を
作成し、公開すること」が謳われています。
すなわち資料（とそれに関する情報）をデ
ジタル化して保存、インターネットを介し
て公開しましょう、ということです。昨今の
技術の進歩を考えれば、居ながらにして
全世界の所蔵品を高精細画像でいつで
も誰でも検索可能！という日もそう遠くは
ないでしょう（当館の場合すぐにはそうな
りませんのであしからず）。この夢は大航
海時代に地球上のありとあらゆる動植物
を求めて始まった、あの「驚

ヴンダーカンマー

異の部屋」以
来、人類の壮大な野望だったといっても
いいのです。世界のすべてを集め尽くし、
分類・展示する博物学の、当然の帰結と
いえるでしょう。 
　それでも、ある日美術館で、ふと一枚
の絵に魅せられその前を動けなくなる―
そんなあなたの身体と心を通してしか起
こらない、神秘の体験は、きっとこういう
時代だからこそ、もっともっとかけがえの
ないことになるはずです。全世界と繋が
る網目の隙間に、その場所は「人間のた
めに」絶対に守っていかねばなりません。

（学芸員　荒井 直美） 
〒951-8556  新潟市中央区西大畑町5191-9
TEL.025-223-1622／FAX.025-228-3051

　美術館の開館から2年後の1987年に創刊して以来、おおよそ年1回のペースで発行してきた美術館だより「Ｗave」も今回で35号目となりました。取り上げるトピック
も、デザインも、判型も、その時代ごとに変わりながら、美術館の今をお伝えしてきました。新しい「波」を起こすような場所を目指して、美術館も、「Wave」も準備期間を
いただきます。休館中の様子は随時ウェブサイトなどで発信していきたいと思いますので、ぜひご覧ください。 （学芸員 菅沼 楓）

　1947年、東京都中野区に生まれた遠藤彰子は、
1969年に武蔵野美術短期大学を卒業後、結婚を機
に神奈川県相模原市へ引っ越し、住居兼アトリエを
構えます。当時、付近の林に入ると、野兎や狸がいるよ
うな豊かな自然が残る土地でした。東京で育った遠
藤は、自然に囲まれた環境に身を置ける喜びを創作
の源泉として、動物たちと人間が一緒にカーニバルを
ひらく「楽園」と題したシリーズを発表します。しかし、
1976年以降、身の回りや社会情勢の変化によって、
テーマは「楽園」を離れ、現実社会に目を向けた「街」
へと変容していきました。描かれた街は、歪んだ道や
複数の視点から構成され、これまでの自身の内面とと
もに、複雑化した社会を抽象的に表現しています。
　本作はタイトルの「たそがれの街」からも示されて
いるように、「街シリーズ」の作品のひとつです。道は8
の字を描くように曲がり、だまし絵のような高低差を
錯視させます。ここに描かれているのは、子供の頃の
思い出をつなぎ合わせたような空想の街で、何処かに
実在する風景ではありません。夕暮れ時の帰路につく
人々は、子どもとも大人ともとれ、夕日から追われるよ

うに歩いています。遠藤によれば、人々から伸びる影
からは、今日の終わりと明日への希望が感じられると
振り返っています。
　後に発表する500号サイズ（約2.4×3.3m）の大作
を契機に画面はより巨大になり、テーマは街から徐々
に離れていきます。今日まで取り組んでいる大作群
では、幻想的な世界観と生物の根源的なテーマが広
がっています。それは、本作を含むこれまでの作品で
取り組んできた現代社会を見つめる視点が活かされ
ているのです。
※「遠藤彰子展　巨大画の迷宮にさまよう」にて特別出品中

（学芸員　塚野 卓郎）

編集後記
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遠藤彰子 《たそがれの街》 1982年 新潟市美術館蔵

◀収蔵庫内の可動式絵画ラック

約40年間、働き続けた功労者です！

▲「山の庭」の高く繁るブナ林も、植栽当時は細 と々して
　いました。

▲「スコットランド国立美術館展」（2005年）の会場写真。
　展示造作も華やかに行われました。

▲「本のラウンジ」には「前川好み」の家具たちと天童木工の
　優品が集まりました。

カラフルなマスキングテープが楽し気ですが、改修に向け
た事前調査の様子です。タイルの浮きやひび割れなど症状
の度合を色ごとにランク付けて示しています。

新潟に戻ってきてから始めたプランター菜
園。 さっそくミニトマト1号がすくすく育って
います。

特　集

インタビュー

開館40周年へ カウントダウンスタート
画家　遠藤彰子さん

　はじめまして。4月より新潟市美術館に配属された塚野卓郎です。生まれ

てから18年間を過ごした新潟市で学芸員として働けることを嬉しく思いま

す。新潟を離れていた間も、新潟市美術館へは帰省の度に展覧会を訪れ、

大学時代には博物館実習を受けに自転車で家から通っていたこともあり、自

分としては身近な美術館です。 

　これから新潟市美術館は改修工事による長期休館となりますので、皆さん

とかかわれる機会はまだ少ないかもしれません。ですが、来年以降新しくなっ

た新潟市美術館とともに、よりよい美術館を目指すお手伝いができればと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 　　　　　（学芸員　塚野 卓郎）

新たな学芸員が仲間入り

その2その1 美術館の「アンチエイジング」データベース  のネット公開 改修工事で振り返る　新潟市美の40年
間もなく40歳を迎える新潟市美術館。施設の老朽化が進み、2024年10月から2025年夏ご
ろにかけて4度目の大規模改修工事に伴う休館を予定しています。どういったところが変わ
るのでしょうか。

新潟市美術館は、開館以来これまで10年毎に都合3回、大規模な改修工事を行っています。
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美術館の生命線　
空調設備を一新

前川建築 “印”
外壁タイルのメンテナンス

光が変わると見え方も変わる
企画展示室の照明をLED化

1985年10月13日
新潟市美術館が開館

1992～1994年
現在の常設展示室と搬入口、
2階収蔵庫を増築 

2004～2005年
照明と空調設備の更新

2014～2015年
老朽化対策と施設の大規模改修

2024～2025年　乞うご期待！ 

開
館
40
周
年
へ 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ス
タ
ー
ト 

開館

開館
10年

開館
20年

開館
30年

開館
40年

新
潟
市
美
術
館
は

新
潟
市
美
術
館
は
1
9
8
5

1
9
8
5
年年
1010
月月
1313
日
に
開
館
し
、

日
に
開
館
し
、

2
0
2
5

2
0
2
5
年
で
開
館

年
で
開
館
4040
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
を
迎
え
ま
す
。  

節
目
の
年
に
向
け
て
動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

節
目
の
年
に
向
け
て
動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

現
場
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

現
場
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

所蔵品データという「壁」
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継承は、検証・批判・修正の連続に他ならず、無謬

性を前提としたり、一職員の手柄として吹聴できる

ようなものではありません。これからも続く私たちの

仕事は、大きな壁のレンガや目地の一々に、じっと目

を凝らすような営みでもあり続けるでしょう。

（学芸員　藤井素彦） 

「驚異の部屋」はいまどこに

　新・博物館法が昨年より施行されまし
た。新しい登録制度や学芸員資格のこ
と、改正に至るまでさまざま議論がありま
した。デジタルアーカイブもその焦点の
一つです。 
　改正博物館法第三条で博物館の事業
として「博物館資料に係る電磁的記録を
作成し、公開すること」が謳われています。
すなわち資料（とそれに関する情報）をデ
ジタル化して保存、インターネットを介し
て公開しましょう、ということです。昨今の
技術の進歩を考えれば、居ながらにして
全世界の所蔵品を高精細画像でいつで
も誰でも検索可能！という日もそう遠くは
ないでしょう（当館の場合すぐにはそうな
りませんのであしからず）。この夢は大航
海時代に地球上のありとあらゆる動植物
を求めて始まった、あの「驚

ヴンダーカンマー

異の部屋」以
来、人類の壮大な野望だったといっても
いいのです。世界のすべてを集め尽くし、
分類・展示する博物学の、当然の帰結と
いえるでしょう。 
　それでも、ある日美術館で、ふと一枚
の絵に魅せられその前を動けなくなる―
そんなあなたの身体と心を通してしか起
こらない、神秘の体験は、きっとこういう
時代だからこそ、もっともっとかけがえの
ないことになるはずです。全世界と繋が
る網目の隙間に、その場所は「人間のた
めに」絶対に守っていかねばなりません。

（学芸員　荒井 直美） 
〒951-8556  新潟市中央区西大畑町5191-9
TEL.025-223-1622／FAX.025-228-3051

　美術館の開館から2年後の1987年に創刊して以来、おおよそ年1回のペースで発行してきた美術館だより「Ｗave」も今回で35号目となりました。取り上げるトピック
も、デザインも、判型も、その時代ごとに変わりながら、美術館の今をお伝えしてきました。新しい「波」を起こすような場所を目指して、美術館も、「Wave」も準備期間を
いただきます。休館中の様子は随時ウェブサイトなどで発信していきたいと思いますので、ぜひご覧ください。 （学芸員 菅沼 楓）

　1947年、東京都中野区に生まれた遠藤彰子は、
1969年に武蔵野美術短期大学を卒業後、結婚を機
に神奈川県相模原市へ引っ越し、住居兼アトリエを
構えます。当時、付近の林に入ると、野兎や狸がいるよ
うな豊かな自然が残る土地でした。東京で育った遠
藤は、自然に囲まれた環境に身を置ける喜びを創作
の源泉として、動物たちと人間が一緒にカーニバルを
ひらく「楽園」と題したシリーズを発表します。しかし、
1976年以降、身の回りや社会情勢の変化によって、
テーマは「楽園」を離れ、現実社会に目を向けた「街」
へと変容していきました。描かれた街は、歪んだ道や
複数の視点から構成され、これまでの自身の内面とと
もに、複雑化した社会を抽象的に表現しています。
　本作はタイトルの「たそがれの街」からも示されて
いるように、「街シリーズ」の作品のひとつです。道は8
の字を描くように曲がり、だまし絵のような高低差を
錯視させます。ここに描かれているのは、子供の頃の
思い出をつなぎ合わせたような空想の街で、何処かに
実在する風景ではありません。夕暮れ時の帰路につく
人々は、子どもとも大人ともとれ、夕日から追われるよ

うに歩いています。遠藤によれば、人々から伸びる影
からは、今日の終わりと明日への希望が感じられると
振り返っています。
　後に発表する500号サイズ（約2.4×3.3m）の大作
を契機に画面はより巨大になり、テーマは街から徐々
に離れていきます。今日まで取り組んでいる大作群
では、幻想的な世界観と生物の根源的なテーマが広
がっています。それは、本作を含むこれまでの作品で
取り組んできた現代社会を見つめる視点が活かされ
ているのです。
※「遠藤彰子展　巨大画の迷宮にさまよう」にて特別出品中

（学芸員　塚野 卓郎）

編集後記
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遠藤彰子 《たそがれの街》 1982年 新潟市美術館蔵

◀収蔵庫内の可動式絵画ラック

約40年間、働き続けた功労者です！

▲「山の庭」の高く繁るブナ林も、植栽当時は細 と々して
　いました。

▲「スコットランド国立美術館展」（2005年）の会場写真。
　展示造作も華やかに行われました。

▲「本のラウンジ」には「前川好み」の家具たちと天童木工の
　優品が集まりました。

カラフルなマスキングテープが楽し気ですが、改修に向け
た事前調査の様子です。タイルの浮きやひび割れなど症状
の度合を色ごとにランク付けて示しています。

新潟に戻ってきてから始めたプランター菜
園。 さっそくミニトマト1号がすくすく育って
います。

特　集

インタビュー

開館40周年へ カウントダウンスタート
画家　遠藤彰子さん

　はじめまして。4月より新潟市美術館に配属された塚野卓郎です。生まれ

てから18年間を過ごした新潟市で学芸員として働けることを嬉しく思いま

す。新潟を離れていた間も、新潟市美術館へは帰省の度に展覧会を訪れ、

大学時代には博物館実習を受けに自転車で家から通っていたこともあり、自

分としては身近な美術館です。 

　これから新潟市美術館は改修工事による長期休館となりますので、皆さん

とかかわれる機会はまだ少ないかもしれません。ですが、来年以降新しくなっ

た新潟市美術館とともに、よりよい美術館を目指すお手伝いができればと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 　　　　　（学芸員　塚野 卓郎）

新たな学芸員が仲間入り

その2その1 美術館の「アンチエイジング」データベース  のネット公開 改修工事で振り返る　新潟市美の40年
間もなく40歳を迎える新潟市美術館。施設の老朽化が進み、2024年10月から2025年夏ご
ろにかけて4度目の大規模改修工事に伴う休館を予定しています。どういったところが変わ
るのでしょうか。

新潟市美術館は、開館以来これまで10年毎に都合3回、大規模な改修工事を行っています。

0101

0202
0303

美術館の生命線　
空調設備を一新

前川建築 “印”
外壁タイルのメンテナンス

光が変わると見え方も変わる
企画展示室の照明をLED化

1985年10月13日
新潟市美術館が開館
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現在の常設展示室と搬入口、
2階収蔵庫を増築 

2004～2005年
照明と空調設備の更新

2014～2015年
老朽化対策と施設の大規模改修
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所蔵品データという「壁」
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補修作業を行います。併せて、打放しコンクリート

壁のメンテナンスや防水工事も予定しています。
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や「総目録」と謳うわけにはいかないことが分かりま

した。さらには、刊行自体も日延べされました。当時

は「新潟市美術館の評価及び改革に関する委員会」

（2010年度）から数年を経たばかり、二度目の目

録編集も、当館再生の一環であると認識を新たにせ

ざるを得なかったのです。 

　既存のデータベース（クラリス「ファイルメーカー」

を使用）は、文字原稿の出力元となるべきものでした。

しかし2010年度中に急ピッチで入力されたものとの

ことで、紙製の作品カードとデータベースとの突合

作業が二人がかりで幾日も続きました。作品の寸

法、素材・技法、署名・年記などを確かめるため、収

蔵庫内での現物確認も繰り返しました。展覧会出品

歴をつきとめるべく、様々な文献に当たった挙句、当

の作品裏面に出品シールを見つけた時の嬉しさと

悔しさ（笑）。一方、各項目の表記の統一にも努めま

した。また、それまでの作品 IDが、たとえば「絵1」と
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遠藤彰子 《たそがれの街》 1982年 新潟市美術館蔵

◀収蔵庫内の可動式絵画ラック

約40年間、働き続けた功労者です！

▲「山の庭」の高く繁るブナ林も、植栽当時は細 と々して
　いました。

▲「スコットランド国立美術館展」（2005年）の会場写真。
　展示造作も華やかに行われました。

▲「本のラウンジ」には「前川好み」の家具たちと天童木工の
　優品が集まりました。

カラフルなマスキングテープが楽し気ですが、改修に向け
た事前調査の様子です。タイルの浮きやひび割れなど症状
の度合を色ごとにランク付けて示しています。

新潟に戻ってきてから始めたプランター菜
園。 さっそくミニトマト1号がすくすく育って
います。

特　集

インタビュー

開館40周年へ カウントダウンスタート
画家　遠藤彰子さん

　はじめまして。4月より新潟市美術館に配属された塚野卓郎です。生まれ

てから18年間を過ごした新潟市で学芸員として働けることを嬉しく思いま

す。新潟を離れていた間も、新潟市美術館へは帰省の度に展覧会を訪れ、

大学時代には博物館実習を受けに自転車で家から通っていたこともあり、自

分としては身近な美術館です。 

　これから新潟市美術館は改修工事による長期休館となりますので、皆さん

とかかわれる機会はまだ少ないかもしれません。ですが、来年以降新しくなっ

た新潟市美術館とともに、よりよい美術館を目指すお手伝いができればと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 　　　　　（学芸員　塚野 卓郎）

新たな学芸員が仲間入り

その2その1 美術館の「アンチエイジング」データベース  のネット公開 改修工事で振り返る　新潟市美の40年
間もなく40歳を迎える新潟市美術館。施設の老朽化が進み、2024年10月から2025年夏ご
ろにかけて4度目の大規模改修工事に伴う休館を予定しています。どういったところが変わ
るのでしょうか。

新潟市美術館は、開館以来これまで10年毎に都合3回、大規模な改修工事を行っています。

0101

0202
0303

美術館の生命線　
空調設備を一新

前川建築 “印”
外壁タイルのメンテナンス

光が変わると見え方も変わる
企画展示室の照明をLED化

1985年10月13日
新潟市美術館が開館

1992～1994年
現在の常設展示室と搬入口、
2階収蔵庫を増築 

2004～2005年
照明と空調設備の更新

2014～2015年
老朽化対策と施設の大規模改修

2024～2025年　乞うご期待！ 

開
館
40
周
年
へ 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ス
タ
ー
ト 

開館

開館
10年

開館
20年

開館
30年

開館
40年

新
潟
市
美
術
館
は

新
潟
市
美
術
館
は
1
9
8
5

1
9
8
5
年年
1010
月月
1313
日
に
開
館
し
、

日
に
開
館
し
、

2
0
2
5

2
0
2
5
年
で
開
館

年
で
開
館
4040
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
を
迎
え
ま
す
。  

節
目
の
年
に
向
け
て
動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

節
目
の
年
に
向
け
て
動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

現
場
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

現
場
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

所蔵品データという「壁」



彫刻庭園の向こうに谷口吉生設計の新館が見えます。 

出
品
作
品
に
M
o
M
A
の
所
蔵
は
1
点
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ち
な
み
に
1
9
2
9
年
に
登
録
さ
れ
た
の

は
、
寄
贈
さ
れ
た
９
点
の
ド
イ
ツ
版
画
だ
け
の
よ
う

で
す
。 

　
1
9
2
9
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
未
完
成
な
が
ら
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ

ル
は
姿
を
現
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー

ト
ビ
ル
は
着
工
し
た
ば
か
り
、
世
界
一
高
い
ビ
ル
の

称
号
を
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ
ル
か
ら
奪
う
た
め
に
大
急

ぎ
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
M
o
M
A
が
最
先

端
を
進
ん
で
い
た
た
め
に
時
代
の
感
覚
が
わ
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
の
M
o
M
A
で
興
味
深
い
の
は
、
ス
ナ

ミ
・
ソ
ウ
イ
チ
（
角
南
壮
一
）
と
い
う
日
系
移
民
が

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
加
わ
り
、
40
年
近
く
こ
の
美
術

館
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
脇
道
に

逸
れ
る
と
、
そ
れ
以
前
シ
ア
ト
ル
に
い
た
角
南
は
、

フ
ォ
ッ
コ
・
タ
ダ
マ
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
人
画
家
の
画

塾
で
学
ん
で
い
ま
す
が
、
栃
木
県
出
身
の
清
水
登
之

や
埼
玉
県
生
ま
れ
の
田
中
保
も
数
年
後
に
こ
こ
で

学
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
30
年
代
は
何
ヵ
所
も
移
転
し
な
が
ら
活
動
を
続

け
、
1
9
3
6
年
に
は
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
抽
象
芸

術
」
と
い
う
歴
史
的
な
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
い
ま
だ
に
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
の
図
録
を
見

　
あ
れ
は
ね
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
っ
て
い

う
時
の
絵
で
。
安
井
賞
を
取
る
前
の
絵
で
す

よ
ね
。（《
遠
い
日
》（
1
9
8
5
年
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
蔵
）
で
第
29
回
安
井
賞
展
安

井
賞
を
受
賞
）

　　
街
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
頃
で
、
夕
焼
け
空
っ

て
い
う
の
は
、
こ
う
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く

時
間
帯
っ
て
い
う
の
は
私
大
好
き
な
ん
で
す

よ
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
何
か
突
き
抜
け
て
い

く
も
の
と
、
中
に
入
っ
て
い
く
も
の
の
、
両

　
新
潟
市
美
術
館
は
ま
も
な
く
大
規
模
改
修
の
た

め
に
、
一
年
近
く
長
期
の
休
館
に
入
り
ま
す
。
美
術

館
の
命
綱
と
も
い
え
る
空
調
機
器
や
外
壁
な
ど
作

品
や
来
館
者
を
守
る
重
要
な
工
事
で
す
。
と
こ
ろ
で

改
築
、
増
築
を
繰
り
返
し
た
美
術
館
と
い
え
ば
、

す
ぐ
思
い
出
す
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で

す
。
こ
こ
で
M
o
M
A
と
い
う
略
称
で
世
界
的
に

知
ら
れ
る
こ
の
美
術
館
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
M
o
M
A
は
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
近
代
・
現

代
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
ア
ビ
ー
・
ア
ビ
ゲ
イ
ル
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
、
同
じ
く
コ
レ
ク
タ
ー
の
2
人

の
友
人
、
3
人
の
女
性
が
構
想
し
て
始
ま
り
ま
す
。

開
館
し
た
の
は
1
9
2
9
年
、
日
本
で
い
え
ば
昭

和
4
年
の
11
月
7
日
で
す
。
こ
の
年
は
世
界
史
の

教
科
書
に
で
て
く
る
世
界
恐
慌
の
年
で
、
ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
株
価
が
大
暴
落
し
た
10
月
29
日

は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ズ
デ
イ
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
M
o
M
A
は
そ
の
9
日
後
と
い
う
最
悪

の
時
期
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
ま
ず
、
現
在
の
住
所
と
違
う
５
番
街
と
57
丁
目

の
角
ヘ
ク
シ
ャ
ー
ビ
ル
12
階
を
借
り
て
（！）
美
術
館
が

始
ま
り
ま
す
。
開
館
記
念
展
は
「
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
、
ス
ー
ラ
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
」。
4
人
の
巨

匠
の
名
前
を
見
る
と
M
o
M
A
に
し
て
は
穏
当
な

印
象
で
す
が
、
当
時
こ
れ
ら
の
作
品
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
見
る
こ
と
は
難
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
多

く
借
用
し
た
野
心
的
な
展
覧
会
と
い
え
ま
す
が
、

て
驚
く
の
は
、
ク
レ
ー
（
40
年
没
）
も
ド
ロ
ー
ネ
ー

（
41
年
没
）
も
ま
だ
存
命
中
で
、
エ
ル
ン
ス
ト
も

モ
ン
ド
リ
ア
ン
も
グ
ロ
ピ
ウ
ス
も
ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
亡

命
・
移
住
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
1
9
3
9
年
5
月
10
日
、
M
o
M
A
は
現
在

の
場
所
西
53
丁
目
11
番
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
年
の
12
月
に
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
1
9
1
9

－

1
9
2
8
」
と
い
う
、
わ
ず
か
5
年
前
に
ナ
チ
ス
に

よ
っ
て
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
評

価
・
検
証
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
活
動
の
主
軸
と
す
る
方
針

は
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
60
年
代
に
は
、
M
o
M
A
の
最
初
の
建
築
部

門
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
だ
っ
た
建
築
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
改
修
を
行
い
ま
す
。
こ
の
と
き
ア

ビ
ー
・
ア
ル
ド
リ
ッ
チ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
彫
刻
庭

園
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
M
o
M
A

の
創
始
者
の
1
人
の
名
前
を
冠
し
た
も
の
で
す
。

1
9
8
3
年
シ
ー
ザ
ー
・
ペ
リ
の
改
修
を
経
て
、

1
9
9
6
年
売
り
に
出
た
隣
の
ホ
テ
ル
を
購
入

し
た
M
o
M
A
は
、
1
9
9
7
年
日
本
人
建
築

家
の
谷
口
吉
生
を
指
名
し
て
増
改
築
を
行
い
、

2
0
0
4
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
時
、
谷

口
吉
生
が
手
が
け
た
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美

術
館
や
豊
田
市
美
術
館
に
、
M
o
M
A
の
人
た
ち

が
視
察
に
来
て
い
る
と
い
う
ウ
ワ
サ
が
聞
こ
え
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

　
あ
と
5
年
で
開
館
か
ら
1
0
0
年
で
す
が
、
収

蔵
品
ほ
ぼ
０
か
ら
、
現
在
の
約
20
万
点
と
い
う
の
は

想
像
を
絶
し
ま
す
。
M
o
M
A
の
話
を
書
い
た
の

は
、
美
術
館
と
い
う
も
の
の
本
来
の
性
格
と
し
て
、

増
え
て
い
く
収
蔵
作
品
や
資
料
、
新
し
い
表
現
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
、施
設
や
機
材
を
バ
ー
ジ
ョ
ン・

ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
顕
著

な
例
と
し
て
示
し
た
か
っ
た
た
め
で
す
。
全
国
の
地

方
自
治
体
の
施
設
改
修
担
当
の
方
に
は
、
壊
れ
た

箇
所
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

を
認
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。 

改
修
と
増
築
を
繰
り
返
す
美
術
館 

前
山
裕
司  

新
潟
市
美
術
館
特
任
館
長

ワークショップ
「オノマトペからマスコットを
つくろう」を開催しました。 

　新潟で活動する美術家・ワタナベメ

イさんを講師にお迎えし、当館で約4年

ぶりとなるワークショップを実施しまし

た。「コレクション展４」の名品特集を鑑

賞しながらそれぞれの作品の表面の様

子や質感を「オノマトペ」に変換し、その

「オノマトペ」をてがかりに厚紙を用い

てマスコットを制作しました。 

　完成したマスコットのオノマトペは

「カチカチ」「ゴワゴワ」などなど…。質

感や、色の重ね方、作品の形などに注目

したものが出来ました。展示室マップに

集結させると、各々の個性が際立って見

えてきます。マスコットづくりを通じて、

より作品に親しみをもてたように思いま

す。講師を務めて下さったメイさん、ご

参加いただいた皆さま、ありがとうござ

いました。 
（学芸員　岡村 秀美）

 2024年3月17日（日）

―
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　
母
が
言
う
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
と
に

か
く
紙
と
か
描
く
も
ん
が
あ
る
と
、
う
ん
う
ん

言
い
な
が
ら
、
言
葉
を
喋
る
前
か
ら
描
い
て

た
っ
て
い
う
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
ま
し
た
。
私

の
記
憶
に
あ
る
の
は
、
幼
稚
園
や
ら
小
学
生
の

時
に
、
普
通
の
土
か
ら
だ
ん
だ
ん
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
ロ
ー
セ
キ
っ
て

い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
チ
ョ
ー
ク
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う
も
ん
で
す
け
ど
、
幼
稚
園
か

ら
帰
る
と
、（
道
路
に
）
自
分
を
描
い
た
り
、

友
達
描
い
た
り
怪
し
く
描
い
た
り
。
だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん
や
っ
て
る
う
ち
に
、
物
語
み
た
い
な

感
じ
で
、
お
父
さ
ん
が
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
犬
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
り
し
て
、
な
ん
て

面
白
い
ん
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
て
て
。
や
っ
て
い

る
う
ち
に
、
一
つ
の
物
語
に
な
る
っ
て
い
う

か
。
雨
が
降
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る

と
（
絵
が
）
崩
れ
ま
す
よ
ね
、
す
る
と
ま
た
そ

こ
か
ら
描
き
出
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
動
い

て
い
く
形
っ
て
い
う
の
は
、
子
ど
も
心
に
面
白

か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

―
好
き
な
画
家
な
ど
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？

　
も
う
数
限
り
な
く
い
る
ん
で
す
け
ど
、
若

い
頃
に
は
ボ
ッ
シ
ュ
（
注
1
）
と
か
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
（
注
2
）
と
か
。
不
可
思
議
で
あ
り
な

が
ら
、
細
か
く
も
描
い
て
あ
り
な
が
ら
、
全

体
が
面
白
く
ま
と
ま
っ
て
る
っ
て
い
う
点

で
。
や
っ
ぱ
り
あ
の
あ
た
り
（
の
画
家
）
は
、

私
が
若
い
時
に
考
え
た
感
覚
が
ず
っ
と
続
い

て
る
で
し
ょ
う
。

―
そ
う
い
っ
た
画
家
た
ち
の
こ
と
は
、
ど
こ

で
知
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
本
で
す
ね
。
も
と
も
と
高
校
が
絵
の
学
校

行
っ
て
ま
し
た
ん
で
、
駒
場
高
校
っ
て
い
う

の
が
あ
っ
て
（
東
京
都
立
駒
場
高
等
学
校
芸

術
科
卒
）。
そ
こ
に
は
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

よ
く
読
ん
で
ま
し
た
ね
。
私
的
な
こ
と
な
ん

で
す
け
ど
、
父
が
高
校
二
年
の
時
に
倒
産
し

ち
ゃ
っ
た
の
ね
。
大
き
な
家
か
ら
ほ
ん
の
ち
っ

ち
ゃ
い
、
も
う
三
畳
、
六
畳
ぐ
ら
い
し
か
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
て
。
自
分
で

月
謝
を
払
っ
て
高
校
と
短
大
（
武
蔵
野
美
術

短
期
大
学
）
を
出
た
ん
で
す
。

―
え
え
、
そ
ん
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
す

か
。
ア
ル
バ
イ
ト
と
か
し
な
が
ら
…
？

　
う
ん
、
パ
ン
屋
に
行
っ
た
り
、
ラ
ー
メ
ン

屋
に
行
っ
た
り
。
で
も
い
つ
も
本
を
見
て
ま

し
た
ね
。
い
や
ぁ
、
こ
れ
は
す
ご
い
な
っ
て
。

家
の
こ
と
考
え
る
と
ち
ょ
っ
と
暗
く
な
っ

ち
ゃ
う
の
で
、
い
つ
も
図
書
館
に
行
っ
て
、

こ
う
い
う
風
な
絵
描
い
て
み
た
い
な
と
か
、

い
ろ
い
ろ
思
い
な
が
ら
ね
。

―
現
在
は
、
美
術
団
体
の
二
紀
会
や
、
母
校

で
あ
る
武
蔵
野
美
術
大
学
の
理
事
な
ど
な
さ
っ

て
い
ま
す
ね
。
絵
画
制
作
と
の
両
立
が
難
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
忙
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
大
変
な
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
を
な
く
し
ち
ゃ
っ

た
ら
私
自
身
の
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
か

ら
、
そ
こ
を
な
ん
と
か
ね
、
や
り
く
り
し
て

る
っ
て
い
う
感
じ
。
毎
日
あ
と
2
時
間
は
描
け

る
！
と
か
ね
。
で
も
楽
し
い
か
ら
ね
。
苦
し
い

の
も
同
じ
に
あ
る
ん
だ
け
ど
、
今
描
き
た
い
絵

の
完
成
を
見
た
い
と
い
う
の
が
す
ご
く
あ
る
わ

け
で
。
こ
れ
は
完
成
じ
ゃ
な
い
、
こ
れ
は
ダ
メ

だ
、
っ
て
い
う
感
じ
で
。
ど
ん
ど
ん
詰
め
て
い

く
中
に
ち
ょ
っ
と
、
新
し
い
、
今
ま
で
に
描
い

た
こ
と
な
い
ぞ
こ
れ
は
！
と
か
ね
。
こ
う
い
う

考
え
方
は
今
ま
で
し
な
か
っ
た
な
と
か
…
。

　
こ
れ
は
う
ま
く
い
か
ん
ぞ
、
み
た
い
な
の
は

よ
く
あ
り
ま
す
ね
。
だ
け
ど
、
そ
れ
も
絵
で
解

決
し
て
い
く
以
外
な
い
ん
で
、
ま
た
描
い
て
描

い
て
描
き
ま
く
っ
て
い
く
な
か
に
、
ち
ょ
っ
と

明
か
り
が
見
え
た
か
な
み
た
い
な
。
失
敗
は
成

功
の
も
と
な
ん
て
、
つ
ま
ん
な
い
こ
と
言
い
ま

す
け
ど
、で
も
本
当
に
そ
う
だ
と
思
う
。
失
敗
っ

て
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
。
あ
と
こ
れ
直
し
ゃ
い
い
ん
だ
な
っ
て
い

う
感
じ
で
、
一
か
月
ぐ
ら
い
勉
強
し
ま
す
よ
。
で

も
ね
、な
ん
か
そ
こ
で
パ
ー
っ
て
や
れ
る
と
、は
ー
、

絵
を
描
い
て
て
よ
か
っ
た
と
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
絵
の

醍
醐
味
は
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

―
絵
が
完
成
し
た
と
思
う
の
は
ど
ん
な
瞬
間

な
の
で
し
ょ
う
。

方
が
下
に
沈
ん
で
い
く
も
の
と
、
上
に
上
が
っ

て
い
く
も
の
…
、
こ
う
い
う
感
じ
に
し
た
。

人
が
ね
、
走
っ
て
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
も
何
回

も
何
回
も
し
て
る
う
ち
に
こ
う
い
う
の
が
出

て
き
た
っ
て
い
う
絵
で
ね
。
結
構
マ
チ
エ
ー

ル
み
た
い
の
を
つ
け
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
さ
ら
描
い
て
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

な
ん
か
こ
の
へ
ん
、
わ
り
か
し
が
っ
ち
り
つ

け
て
て
（
道
路
の
あ
た
り
を
示
す
）。
二
紀
会

に
こ
れ
を
最
初
に
出
し
た
時
に
、「
遠
藤
さ
ん

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ね
。
い
い
よ
。」
な
ん
て

い
う
先
生
も
い
て
ね
。
そ
の
頃
ま
だ
30
代
で
、

そ
う
い
う
記
憶
あ
り
ま
す
。
私
、
こ
の
絵
が

好
き
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

―
じ
ゃ
あ
、
美
術
館
か
ら
声
が
か
か
っ
た
時

に
は
…
（
1
9
8
6
年
新
潟
市
美
術
館
購
入
）

　　
そ
う
、
嬉
し
か
っ
た
。
ま
だ
何
者
で
も
な

い
私
の
絵
を
ね
、
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
っ

て
い
う
の
は
ね
。
こ
の
調
子
で
や
っ
て
も
い

い
ん
だ
っ
て
い
う
後
押
し
さ
れ
た
よ
う
で
よ

く
覚
え
て
ま
す
。（
新
潟
市
美
術
館
の
）
壁

　
不
思
議
な
ん
だ
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ

ん
煮
詰
め
て
い
く
中
に
な
ん
か
こ
う
、
ぴ
ゅ

ん
と
寂
し
く
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

で
す
よ
ね
。
完
成
の
最
後
の
方
で
す
ね
。
生

き
て
る
こ
と
が
寂
し
い
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い

し
、
こ
の
絵
が
終
わ
る
か
ら
寂
し
い
っ
て
わ

け
で
も
な
い
し
、
な
ん
か
わ
か
ん
な
い
け
ど

虚
し
い
っ
て
い
う
変
な
感
覚
が
あ
っ
て
、
こ

れ
は
こ
れ
で
終
わ
り
か
な
っ
て
い
う
そ
ん
な

感
じ
し
ま
す
よ
ね
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
詰

め
て
い
か
な
い
と
そ
れ
は
出
て
こ
な
い
ん
で

す
け
ど
。
な
ん
と
も
言
葉
に
表
現
で
き
な
い
。

こ
う
や
っ
て
見
る
と
（
翌
日
の
開
幕
記
念
講

演
会
の
た
め
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
て
）、

そ
の
頃
の
自
分
が
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
あ
、

こ
の
頃
こ
ん
な
こ
と
考
え
て
た
ん
だ
。
絵
を

見
て
ね
、
な
ん
か
涙
が
出
ち
ゃ
う
よ
う
な
と

こ
ろ
あ
り
ま
す
よ
。

―
ち
な
み
に
、
新
潟
市
美
術
館
が
所
蔵
し

て
い
る《
た
そ
が
れ
の
街
》を
ご
覧
に
な
っ
て
、

思
い
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
（
図
1
、
表

紙
作
品
）

に
飾
っ
て
あ
る
か
ら
っ
て
い
う
話
を
聞
い
て

ひ
と
り
で
見
に
来
た
の
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

個
展
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
本
当
に
思
っ
た

の
。
40
年
で
こ
う
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
本

当
に
感
慨
深
い
で
す
よ
。ど
こ
に
置
い
て
あ
っ

た
か
っ
て
全
然
覚
え
て
な
い
ん
で
す
よ
。
壁

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
2
0
0
号
の
絵
が
あ
っ

て
、
し
み
じ
み
と
そ
う
思
っ
た
も
ん
。
人
生

わ
か
ん
な
い
ね
。（
笑
）

―
当
館
と
し
て
も
、
開
館
当
初
に
収
蔵
さ

れ
た
作
品
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
よ
う
な
個

展
の
開
催
に
繋
が
っ
た
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た

が
、
何
か
新
潟
で
の
思
い
出
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
高
校
の
と
き
に
芸
術
科
に
い
た
ん
で

す
け
ど
、
主
人
は
普
通
科
の
部
長
を
や
っ
て

た
の
。
そ
の
と
き
に
合
同
で
、
新
潟
に
あ
る

山
に
夏
休
み
に
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
行
こ
う
っ

て
な
っ
て
。
そ
の
山
に
行
っ
て
、
帰
っ
て
き

て
―
私
は
石
の
上
で
絵
を
描
い
て
い
た
の
を

よ
く
覚
え
て
る
ん
で
す
け
ど
―
、
懇
親
会
っ

て
い
う
か
…
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
す
る
や

つ
。
…
遠
藤
君
が
ね
、
そ
の
隅
の
方
に
い
る

ん
で
す
よ
。
普
通
科
か
ら
参
加
し
て
る
人
は

少
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
。

こ
ち
ら
は
芸
術
科
だ
か
ら
み
ん
な
で
わ
い
わ

い
騒
い
で
た
ら
、
静
か
で
、
素
敵
な
男
の
子

が
い
る
か
ら
ね
。「
遠
藤
君
、
お
い
で
よ
」
っ

て
言
っ
た
の
、
そ
し
た
ら
彼
は
照
れ
て
ね
、

こ
っ
ち
来
る
ん
だ
け
ど
、
わ
い
わ
い
し
て
る

う
ち
に
ま
た
向
こ
う
行
っ
ち
ゃ
う
わ
け
。
ま

た
「
遠
藤
君
、
お
い
で
よ
」
っ
て
。
そ
し
て

な
ん
と
な
く
仲
間
に
な
っ
て
。
そ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
お
話
を
ね
、
す
る
よ
う
に
な
っ
て
。

そ
ん
な
感
じ
で
22
歳
で
結
婚
し
た
の
。
わ
か

ん
な
い
で
す
よ
ね
。
新
潟
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

が
な
け
れ
ば
、
結
婚
し
て
な
か
っ
た
と
思
う
。

―
”遠
藤
“
彰
子
は
生
ま
れ
て
な
か
っ
た
わ

け
で
す
ね
。

　
違
う
か
た
ち
に
な
っ
て
た
か
も
し
れ
な
い
。

不
思
議
で
す
ね
。
だ
か
ら
新
潟
っ
て
い
う
と

ね
、私
的
に
は
、あ
あ
、あ
そ
こ
行
っ
た
ん
だ
っ

て
い
つ
も
思
い
出
す
の
。

注1. ヒエロニムス・ボッシュ（1450頃－1516）ネーデルラントの画家。細密な描写を用いて、異形の生き物が画面を埋めつくし、  
        空想上の建物が立つ、奇想天外な作品を制作したことで知られる。代表作は《快楽の園》など。

注2.ピーテル・ブリューゲル（父）（1525/30－1569）フランドルの画家。庶民の生活や労働を題材にした世俗的な作品を手掛け「農民の
　　画家」と呼ばれる。代表作である《バベルの塔》など宗教を主題とした作品や、寓意を込めた作品も描いた。
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聞き手：児矢野あゆみ、塚野卓郎（新潟市美術館学芸員）

遠
藤
彰
子

描
い
て
、描
い
て
、描
き
ま
く
る

　
　
　
　  

遠
藤
彰
子
の
世
界

遠藤彰子は、1947年東京都中野区生まれ。神奈川県相模原市にアトリエを構え、今も変わらず精力的に絵を描き続
けている。当館では、新潟県で初の個展となる「遠藤彰子展　巨大画の迷宮にさまよう」（2024年6月22日～8月25

日）を開催中。展示作業の全日程に遠藤先生が立ち会い、作品の配置から照明まで細かなアドバイスを受けながら出
来上がった展覧会である。展示作業も一段落し、展覧会初日の開幕記念講演会を明日に控える6月21日にお話をう
かがった。
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図1.遠藤彰子 《たそがれの街》 1982年 新潟市美術館蔵



彫刻庭園の向こうに谷口吉生設計の新館が見えます。 

出
品
作
品
に
M
o
M
A
の
所
蔵
は
1
点
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ち
な
み
に
1
9
2
9
年
に
登
録
さ
れ
た
の

は
、
寄
贈
さ
れ
た
９
点
の
ド
イ
ツ
版
画
だ
け
の
よ
う

で
す
。 

　
1
9
2
9
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
未
完
成
な
が
ら
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ

ル
は
姿
を
現
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー

ト
ビ
ル
は
着
工
し
た
ば
か
り
、
世
界
一
高
い
ビ
ル
の

称
号
を
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ
ル
か
ら
奪
う
た
め
に
大
急

ぎ
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
M
o
M
A
が
最
先

端
を
進
ん
で
い
た
た
め
に
時
代
の
感
覚
が
わ
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
の
M
o
M
A
で
興
味
深
い
の
は
、
ス
ナ

ミ
・
ソ
ウ
イ
チ
（
角
南
壮
一
）
と
い
う
日
系
移
民
が

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
加
わ
り
、
40
年
近
く
こ
の
美
術

館
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
脇
道
に

逸
れ
る
と
、
そ
れ
以
前
シ
ア
ト
ル
に
い
た
角
南
は
、

フ
ォ
ッ
コ
・
タ
ダ
マ
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
人
画
家
の
画

塾
で
学
ん
で
い
ま
す
が
、
栃
木
県
出
身
の
清
水
登
之

や
埼
玉
県
生
ま
れ
の
田
中
保
も
数
年
後
に
こ
こ
で

学
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
30
年
代
は
何
ヵ
所
も
移
転
し
な
が
ら
活
動
を
続

け
、
1
9
3
6
年
に
は
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
抽
象
芸

術
」
と
い
う
歴
史
的
な
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
い
ま
だ
に
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
の
図
録
を
見

　
あ
れ
は
ね
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
っ
て
い

う
時
の
絵
で
。
安
井
賞
を
取
る
前
の
絵
で
す

よ
ね
。（《
遠
い
日
》（
1
9
8
5
年
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
蔵
）
で
第
29
回
安
井
賞
展
安

井
賞
を
受
賞
）

　　
街
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
頃
で
、
夕
焼
け
空
っ

て
い
う
の
は
、
こ
う
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く

時
間
帯
っ
て
い
う
の
は
私
大
好
き
な
ん
で
す

よ
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
何
か
突
き
抜
け
て
い

く
も
の
と
、
中
に
入
っ
て
い
く
も
の
の
、
両

　
新
潟
市
美
術
館
は
ま
も
な
く
大
規
模
改
修
の
た

め
に
、
一
年
近
く
長
期
の
休
館
に
入
り
ま
す
。
美
術

館
の
命
綱
と
も
い
え
る
空
調
機
器
や
外
壁
な
ど
作

品
や
来
館
者
を
守
る
重
要
な
工
事
で
す
。
と
こ
ろ
で

改
築
、
増
築
を
繰
り
返
し
た
美
術
館
と
い
え
ば
、

す
ぐ
思
い
出
す
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で

す
。
こ
こ
で
M
o
M
A
と
い
う
略
称
で
世
界
的
に

知
ら
れ
る
こ
の
美
術
館
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
M
o
M
A
は
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
近
代
・
現

代
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
ア
ビ
ー
・
ア
ビ
ゲ
イ
ル
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
、
同
じ
く
コ
レ
ク
タ
ー
の
2
人

の
友
人
、
3
人
の
女
性
が
構
想
し
て
始
ま
り
ま
す
。

開
館
し
た
の
は
1
9
2
9
年
、
日
本
で
い
え
ば
昭

和
4
年
の
11
月
7
日
で
す
。
こ
の
年
は
世
界
史
の

教
科
書
に
で
て
く
る
世
界
恐
慌
の
年
で
、
ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
株
価
が
大
暴
落
し
た
10
月
29
日

は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ズ
デ
イ
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
M
o
M
A
は
そ
の
9
日
後
と
い
う
最
悪

の
時
期
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
ま
ず
、
現
在
の
住
所
と
違
う
５
番
街
と
57
丁
目

の
角
ヘ
ク
シ
ャ
ー
ビ
ル
12
階
を
借
り
て
（！）
美
術
館
が

始
ま
り
ま
す
。
開
館
記
念
展
は
「
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
、
ス
ー
ラ
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
」。
4
人
の
巨

匠
の
名
前
を
見
る
と
M
o
M
A
に
し
て
は
穏
当
な

印
象
で
す
が
、
当
時
こ
れ
ら
の
作
品
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
見
る
こ
と
は
難
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
多

く
借
用
し
た
野
心
的
な
展
覧
会
と
い
え
ま
す
が
、

て
驚
く
の
は
、
ク
レ
ー
（
40
年
没
）
も
ド
ロ
ー
ネ
ー

（
41
年
没
）
も
ま
だ
存
命
中
で
、
エ
ル
ン
ス
ト
も

モ
ン
ド
リ
ア
ン
も
グ
ロ
ピ
ウ
ス
も
ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
亡

命
・
移
住
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
1
9
3
9
年
5
月
10
日
、
M
o
M
A
は
現
在

の
場
所
西
53
丁
目
11
番
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
年
の
12
月
に
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
1
9
1
9

－

1
9
2
8
」
と
い
う
、
わ
ず
か
5
年
前
に
ナ
チ
ス
に

よ
っ
て
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
評

価
・
検
証
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
活
動
の
主
軸
と
す
る
方
針

は
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
60
年
代
に
は
、
M
o
M
A
の
最
初
の
建
築
部

門
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
だ
っ
た
建
築
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
改
修
を
行
い
ま
す
。
こ
の
と
き
ア

ビ
ー
・
ア
ル
ド
リ
ッ
チ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
彫
刻
庭

園
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
M
o
M
A

の
創
始
者
の
1
人
の
名
前
を
冠
し
た
も
の
で
す
。

1
9
8
3
年
シ
ー
ザ
ー
・
ペ
リ
の
改
修
を
経
て
、

1
9
9
6
年
売
り
に
出
た
隣
の
ホ
テ
ル
を
購
入

し
た
M
o
M
A
は
、
1
9
9
7
年
日
本
人
建
築

家
の
谷
口
吉
生
を
指
名
し
て
増
改
築
を
行
い
、

2
0
0
4
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
時
、
谷

口
吉
生
が
手
が
け
た
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美

術
館
や
豊
田
市
美
術
館
に
、
M
o
M
A
の
人
た
ち

が
視
察
に
来
て
い
る
と
い
う
ウ
ワ
サ
が
聞
こ
え
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

　
あ
と
5
年
で
開
館
か
ら
1
0
0
年
で
す
が
、
収

蔵
品
ほ
ぼ
０
か
ら
、
現
在
の
約
20
万
点
と
い
う
の
は

想
像
を
絶
し
ま
す
。
M
o
M
A
の
話
を
書
い
た
の

は
、
美
術
館
と
い
う
も
の
の
本
来
の
性
格
と
し
て
、

増
え
て
い
く
収
蔵
作
品
や
資
料
、
新
し
い
表
現
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
、施
設
や
機
材
を
バ
ー
ジ
ョ
ン・

ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
顕
著

な
例
と
し
て
示
し
た
か
っ
た
た
め
で
す
。
全
国
の
地

方
自
治
体
の
施
設
改
修
担
当
の
方
に
は
、
壊
れ
た

箇
所
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

を
認
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。 

改
修
と
増
築
を
繰
り
返
す
美
術
館 

前
山
裕
司  

新
潟
市
美
術
館
特
任
館
長

ワークショップ
「オノマトペからマスコットを
つくろう」を開催しました。 

　新潟で活動する美術家・ワタナベメ

イさんを講師にお迎えし、当館で約4年

ぶりとなるワークショップを実施しまし

た。「コレクション展４」の名品特集を鑑

賞しながらそれぞれの作品の表面の様

子や質感を「オノマトペ」に変換し、その

「オノマトペ」をてがかりに厚紙を用い

てマスコットを制作しました。 

　完成したマスコットのオノマトペは

「カチカチ」「ゴワゴワ」などなど…。質

感や、色の重ね方、作品の形などに注目

したものが出来ました。展示室マップに

集結させると、各々の個性が際立って見

えてきます。マスコットづくりを通じて、

より作品に親しみをもてたように思いま

す。講師を務めて下さったメイさん、ご

参加いただいた皆さま、ありがとうござ

いました。 
（学芸員　岡村 秀美）

 2024年3月17日（日）

―
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　
母
が
言
う
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
と
に

か
く
紙
と
か
描
く
も
ん
が
あ
る
と
、
う
ん
う
ん

言
い
な
が
ら
、
言
葉
を
喋
る
前
か
ら
描
い
て

た
っ
て
い
う
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
ま
し
た
。
私

の
記
憶
に
あ
る
の
は
、
幼
稚
園
や
ら
小
学
生
の

時
に
、
普
通
の
土
か
ら
だ
ん
だ
ん
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
ロ
ー
セ
キ
っ
て

い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
チ
ョ
ー
ク
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う
も
ん
で
す
け
ど
、
幼
稚
園
か

ら
帰
る
と
、（
道
路
に
）
自
分
を
描
い
た
り
、

友
達
描
い
た
り
怪
し
く
描
い
た
り
。
だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん
や
っ
て
る
う
ち
に
、
物
語
み
た
い
な

感
じ
で
、
お
父
さ
ん
が
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
犬
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
り
し
て
、
な
ん
て

面
白
い
ん
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
て
て
。
や
っ
て
い

る
う
ち
に
、
一
つ
の
物
語
に
な
る
っ
て
い
う

か
。
雨
が
降
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る

と
（
絵
が
）
崩
れ
ま
す
よ
ね
、
す
る
と
ま
た
そ

こ
か
ら
描
き
出
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
動
い

て
い
く
形
っ
て
い
う
の
は
、
子
ど
も
心
に
面
白

か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

―
好
き
な
画
家
な
ど
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？

　
も
う
数
限
り
な
く
い
る
ん
で
す
け
ど
、
若

い
頃
に
は
ボ
ッ
シ
ュ
（
注
1
）
と
か
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
（
注
2
）
と
か
。
不
可
思
議
で
あ
り
な

が
ら
、
細
か
く
も
描
い
て
あ
り
な
が
ら
、
全

体
が
面
白
く
ま
と
ま
っ
て
る
っ
て
い
う
点

で
。
や
っ
ぱ
り
あ
の
あ
た
り
（
の
画
家
）
は
、

私
が
若
い
時
に
考
え
た
感
覚
が
ず
っ
と
続
い

て
る
で
し
ょ
う
。

―
そ
う
い
っ
た
画
家
た
ち
の
こ
と
は
、
ど
こ

で
知
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
本
で
す
ね
。
も
と
も
と
高
校
が
絵
の
学
校

行
っ
て
ま
し
た
ん
で
、
駒
場
高
校
っ
て
い
う

の
が
あ
っ
て
（
東
京
都
立
駒
場
高
等
学
校
芸

術
科
卒
）。
そ
こ
に
は
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

よ
く
読
ん
で
ま
し
た
ね
。
私
的
な
こ
と
な
ん

で
す
け
ど
、
父
が
高
校
二
年
の
時
に
倒
産
し

ち
ゃ
っ
た
の
ね
。
大
き
な
家
か
ら
ほ
ん
の
ち
っ

ち
ゃ
い
、
も
う
三
畳
、
六
畳
ぐ
ら
い
し
か
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
て
。
自
分
で

月
謝
を
払
っ
て
高
校
と
短
大
（
武
蔵
野
美
術

短
期
大
学
）
を
出
た
ん
で
す
。

―
え
え
、
そ
ん
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
す

か
。
ア
ル
バ
イ
ト
と
か
し
な
が
ら
…
？

　
う
ん
、
パ
ン
屋
に
行
っ
た
り
、
ラ
ー
メ
ン

屋
に
行
っ
た
り
。
で
も
い
つ
も
本
を
見
て
ま

し
た
ね
。
い
や
ぁ
、
こ
れ
は
す
ご
い
な
っ
て
。

家
の
こ
と
考
え
る
と
ち
ょ
っ
と
暗
く
な
っ

ち
ゃ
う
の
で
、
い
つ
も
図
書
館
に
行
っ
て
、

こ
う
い
う
風
な
絵
描
い
て
み
た
い
な
と
か
、

い
ろ
い
ろ
思
い
な
が
ら
ね
。

―
現
在
は
、
美
術
団
体
の
二
紀
会
や
、
母
校

で
あ
る
武
蔵
野
美
術
大
学
の
理
事
な
ど
な
さ
っ

て
い
ま
す
ね
。
絵
画
制
作
と
の
両
立
が
難
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
忙
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
大
変
な
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
を
な
く
し
ち
ゃ
っ

た
ら
私
自
身
の
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
か

ら
、
そ
こ
を
な
ん
と
か
ね
、
や
り
く
り
し
て

る
っ
て
い
う
感
じ
。
毎
日
あ
と
2
時
間
は
描
け

る
！
と
か
ね
。
で
も
楽
し
い
か
ら
ね
。
苦
し
い

の
も
同
じ
に
あ
る
ん
だ
け
ど
、
今
描
き
た
い
絵

の
完
成
を
見
た
い
と
い
う
の
が
す
ご
く
あ
る
わ

け
で
。
こ
れ
は
完
成
じ
ゃ
な
い
、
こ
れ
は
ダ
メ

だ
、
っ
て
い
う
感
じ
で
。
ど
ん
ど
ん
詰
め
て
い

く
中
に
ち
ょ
っ
と
、
新
し
い
、
今
ま
で
に
描
い

た
こ
と
な
い
ぞ
こ
れ
は
！
と
か
ね
。
こ
う
い
う

考
え
方
は
今
ま
で
し
な
か
っ
た
な
と
か
…
。

　
こ
れ
は
う
ま
く
い
か
ん
ぞ
、
み
た
い
な
の
は

よ
く
あ
り
ま
す
ね
。
だ
け
ど
、
そ
れ
も
絵
で
解

決
し
て
い
く
以
外
な
い
ん
で
、
ま
た
描
い
て
描

い
て
描
き
ま
く
っ
て
い
く
な
か
に
、
ち
ょ
っ
と

明
か
り
が
見
え
た
か
な
み
た
い
な
。
失
敗
は
成

功
の
も
と
な
ん
て
、
つ
ま
ん
な
い
こ
と
言
い
ま

す
け
ど
、で
も
本
当
に
そ
う
だ
と
思
う
。
失
敗
っ

て
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
。
あ
と
こ
れ
直
し
ゃ
い
い
ん
だ
な
っ
て
い

う
感
じ
で
、
一
か
月
ぐ
ら
い
勉
強
し
ま
す
よ
。
で

も
ね
、な
ん
か
そ
こ
で
パ
ー
っ
て
や
れ
る
と
、は
ー
、

絵
を
描
い
て
て
よ
か
っ
た
と
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
絵
の

醍
醐
味
は
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

―
絵
が
完
成
し
た
と
思
う
の
は
ど
ん
な
瞬
間

な
の
で
し
ょ
う
。

方
が
下
に
沈
ん
で
い
く
も
の
と
、
上
に
上
が
っ

て
い
く
も
の
…
、
こ
う
い
う
感
じ
に
し
た
。

人
が
ね
、
走
っ
て
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
も
何
回

も
何
回
も
し
て
る
う
ち
に
こ
う
い
う
の
が
出

て
き
た
っ
て
い
う
絵
で
ね
。
結
構
マ
チ
エ
ー

ル
み
た
い
の
を
つ
け
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
さ
ら
描
い
て
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

な
ん
か
こ
の
へ
ん
、
わ
り
か
し
が
っ
ち
り
つ

け
て
て
（
道
路
の
あ
た
り
を
示
す
）。
二
紀
会

に
こ
れ
を
最
初
に
出
し
た
時
に
、「
遠
藤
さ
ん

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ね
。
い
い
よ
。」
な
ん
て

い
う
先
生
も
い
て
ね
。
そ
の
頃
ま
だ
30
代
で
、

そ
う
い
う
記
憶
あ
り
ま
す
。
私
、
こ
の
絵
が

好
き
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

―
じ
ゃ
あ
、
美
術
館
か
ら
声
が
か
か
っ
た
時

に
は
…
（
1
9
8
6
年
新
潟
市
美
術
館
購
入
）

　　
そ
う
、
嬉
し
か
っ
た
。
ま
だ
何
者
で
も
な

い
私
の
絵
を
ね
、
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
っ

て
い
う
の
は
ね
。
こ
の
調
子
で
や
っ
て
も
い

い
ん
だ
っ
て
い
う
後
押
し
さ
れ
た
よ
う
で
よ

く
覚
え
て
ま
す
。（
新
潟
市
美
術
館
の
）
壁

　
不
思
議
な
ん
だ
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ

ん
煮
詰
め
て
い
く
中
に
な
ん
か
こ
う
、
ぴ
ゅ

ん
と
寂
し
く
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

で
す
よ
ね
。
完
成
の
最
後
の
方
で
す
ね
。
生

き
て
る
こ
と
が
寂
し
い
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い

し
、
こ
の
絵
が
終
わ
る
か
ら
寂
し
い
っ
て
わ

け
で
も
な
い
し
、
な
ん
か
わ
か
ん
な
い
け
ど

虚
し
い
っ
て
い
う
変
な
感
覚
が
あ
っ
て
、
こ

れ
は
こ
れ
で
終
わ
り
か
な
っ
て
い
う
そ
ん
な

感
じ
し
ま
す
よ
ね
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
詰

め
て
い
か
な
い
と
そ
れ
は
出
て
こ
な
い
ん
で

す
け
ど
。
な
ん
と
も
言
葉
に
表
現
で
き
な
い
。

こ
う
や
っ
て
見
る
と
（
翌
日
の
開
幕
記
念
講

演
会
の
た
め
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
て
）、

そ
の
頃
の
自
分
が
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
あ
、

こ
の
頃
こ
ん
な
こ
と
考
え
て
た
ん
だ
。
絵
を

見
て
ね
、
な
ん
か
涙
が
出
ち
ゃ
う
よ
う
な
と

こ
ろ
あ
り
ま
す
よ
。

―
ち
な
み
に
、
新
潟
市
美
術
館
が
所
蔵
し

て
い
る《
た
そ
が
れ
の
街
》を
ご
覧
に
な
っ
て
、

思
い
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
（
図
1
、
表

紙
作
品
）

に
飾
っ
て
あ
る
か
ら
っ
て
い
う
話
を
聞
い
て

ひ
と
り
で
見
に
来
た
の
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

個
展
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
本
当
に
思
っ
た

の
。
40
年
で
こ
う
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
本

当
に
感
慨
深
い
で
す
よ
。ど
こ
に
置
い
て
あ
っ

た
か
っ
て
全
然
覚
え
て
な
い
ん
で
す
よ
。
壁

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
2
0
0
号
の
絵
が
あ
っ

て
、
し
み
じ
み
と
そ
う
思
っ
た
も
ん
。
人
生

わ
か
ん
な
い
ね
。（
笑
）

―
当
館
と
し
て
も
、
開
館
当
初
に
収
蔵
さ

れ
た
作
品
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
よ
う
な
個

展
の
開
催
に
繋
が
っ
た
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た

が
、
何
か
新
潟
で
の
思
い
出
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
高
校
の
と
き
に
芸
術
科
に
い
た
ん
で

す
け
ど
、
主
人
は
普
通
科
の
部
長
を
や
っ
て

た
の
。
そ
の
と
き
に
合
同
で
、
新
潟
に
あ
る

山
に
夏
休
み
に
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
行
こ
う
っ

て
な
っ
て
。
そ
の
山
に
行
っ
て
、
帰
っ
て
き

て
―
私
は
石
の
上
で
絵
を
描
い
て
い
た
の
を

よ
く
覚
え
て
る
ん
で
す
け
ど
―
、
懇
親
会
っ

て
い
う
か
…
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
す
る
や

つ
。
…
遠
藤
君
が
ね
、
そ
の
隅
の
方
に
い
る

ん
で
す
よ
。
普
通
科
か
ら
参
加
し
て
る
人
は

少
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
。

こ
ち
ら
は
芸
術
科
だ
か
ら
み
ん
な
で
わ
い
わ

い
騒
い
で
た
ら
、
静
か
で
、
素
敵
な
男
の
子

が
い
る
か
ら
ね
。「
遠
藤
君
、
お
い
で
よ
」
っ

て
言
っ
た
の
、
そ
し
た
ら
彼
は
照
れ
て
ね
、

こ
っ
ち
来
る
ん
だ
け
ど
、
わ
い
わ
い
し
て
る

う
ち
に
ま
た
向
こ
う
行
っ
ち
ゃ
う
わ
け
。
ま

た
「
遠
藤
君
、
お
い
で
よ
」
っ
て
。
そ
し
て

な
ん
と
な
く
仲
間
に
な
っ
て
。
そ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
お
話
を
ね
、
す
る
よ
う
に
な
っ
て
。

そ
ん
な
感
じ
で
22
歳
で
結
婚
し
た
の
。
わ
か

ん
な
い
で
す
よ
ね
。
新
潟
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

が
な
け
れ
ば
、
結
婚
し
て
な
か
っ
た
と
思
う
。

―
”遠
藤
“
彰
子
は
生
ま
れ
て
な
か
っ
た
わ

け
で
す
ね
。

　
違
う
か
た
ち
に
な
っ
て
た
か
も
し
れ
な
い
。

不
思
議
で
す
ね
。
だ
か
ら
新
潟
っ
て
い
う
と

ね
、私
的
に
は
、あ
あ
、あ
そ
こ
行
っ
た
ん
だ
っ

て
い
つ
も
思
い
出
す
の
。

注1. ヒエロニムス・ボッシュ（1450頃－1516）ネーデルラントの画家。細密な描写を用いて、異形の生き物が画面を埋めつくし、  
        空想上の建物が立つ、奇想天外な作品を制作したことで知られる。代表作は《快楽の園》など。

注2.ピーテル・ブリューゲル（父）（1525/30－1569）フランドルの画家。庶民の生活や労働を題材にした世俗的な作品を手掛け「農民の
　　画家」と呼ばれる。代表作である《バベルの塔》など宗教を主題とした作品や、寓意を込めた作品も描いた。
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聞き手：児矢野あゆみ、塚野卓郎（新潟市美術館学芸員）

遠
藤
彰
子

描
い
て
、描
い
て
、描
き
ま
く
る

　
　
　
　  

遠
藤
彰
子
の
世
界

遠藤彰子は、1947年東京都中野区生まれ。神奈川県相模原市にアトリエを構え、今も変わらず精力的に絵を描き続
けている。当館では、新潟県で初の個展となる「遠藤彰子展　巨大画の迷宮にさまよう」（2024年6月22日～8月25

日）を開催中。展示作業の全日程に遠藤先生が立ち会い、作品の配置から照明まで細かなアドバイスを受けながら出
来上がった展覧会である。展示作業も一段落し、展覧会初日の開幕記念講演会を明日に控える6月21日にお話をう
かがった。
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図1.遠藤彰子 《たそがれの街》 1982年 新潟市美術館蔵



彫刻庭園の向こうに谷口吉生設計の新館が見えます。 

出
品
作
品
に
M
o
M
A
の
所
蔵
は
1
点
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ち
な
み
に
1
9
2
9
年
に
登
録
さ
れ
た
の

は
、
寄
贈
さ
れ
た
９
点
の
ド
イ
ツ
版
画
だ
け
の
よ
う

で
す
。 

　
1
9
2
9
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
未
完
成
な
が
ら
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ

ル
は
姿
を
現
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー

ト
ビ
ル
は
着
工
し
た
ば
か
り
、
世
界
一
高
い
ビ
ル
の

称
号
を
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ
ル
か
ら
奪
う
た
め
に
大
急

ぎ
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
M
o
M
A
が
最
先

端
を
進
ん
で
い
た
た
め
に
時
代
の
感
覚
が
わ
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
の
M
o
M
A
で
興
味
深
い
の
は
、
ス
ナ

ミ
・
ソ
ウ
イ
チ
（
角
南
壮
一
）
と
い
う
日
系
移
民
が

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
加
わ
り
、
40
年
近
く
こ
の
美
術

館
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
脇
道
に

逸
れ
る
と
、
そ
れ
以
前
シ
ア
ト
ル
に
い
た
角
南
は
、

フ
ォ
ッ
コ
・
タ
ダ
マ
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
人
画
家
の
画

塾
で
学
ん
で
い
ま
す
が
、
栃
木
県
出
身
の
清
水
登
之

や
埼
玉
県
生
ま
れ
の
田
中
保
も
数
年
後
に
こ
こ
で

学
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
30
年
代
は
何
ヵ
所
も
移
転
し
な
が
ら
活
動
を
続

け
、
1
9
3
6
年
に
は
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
抽
象
芸

術
」
と
い
う
歴
史
的
な
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
い
ま
だ
に
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
の
図
録
を
見

　
あ
れ
は
ね
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
っ
て
い

う
時
の
絵
で
。
安
井
賞
を
取
る
前
の
絵
で
す

よ
ね
。（《
遠
い
日
》（
1
9
8
5
年
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
蔵
）
で
第
29
回
安
井
賞
展
安

井
賞
を
受
賞
）

　　
街
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
頃
で
、
夕
焼
け
空
っ

て
い
う
の
は
、
こ
う
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く

時
間
帯
っ
て
い
う
の
は
私
大
好
き
な
ん
で
す

よ
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
何
か
突
き
抜
け
て
い

く
も
の
と
、
中
に
入
っ
て
い
く
も
の
の
、
両

　
新
潟
市
美
術
館
は
ま
も
な
く
大
規
模
改
修
の
た

め
に
、
一
年
近
く
長
期
の
休
館
に
入
り
ま
す
。
美
術

館
の
命
綱
と
も
い
え
る
空
調
機
器
や
外
壁
な
ど
作

品
や
来
館
者
を
守
る
重
要
な
工
事
で
す
。
と
こ
ろ
で

改
築
、
増
築
を
繰
り
返
し
た
美
術
館
と
い
え
ば
、

す
ぐ
思
い
出
す
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で

す
。
こ
こ
で
M
o
M
A
と
い
う
略
称
で
世
界
的
に

知
ら
れ
る
こ
の
美
術
館
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
M
o
M
A
は
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
近
代
・
現

代
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
ア
ビ
ー
・
ア
ビ
ゲ
イ
ル
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
、
同
じ
く
コ
レ
ク
タ
ー
の
2
人

の
友
人
、
3
人
の
女
性
が
構
想
し
て
始
ま
り
ま
す
。

開
館
し
た
の
は
1
9
2
9
年
、
日
本
で
い
え
ば
昭

和
4
年
の
11
月
7
日
で
す
。
こ
の
年
は
世
界
史
の

教
科
書
に
で
て
く
る
世
界
恐
慌
の
年
で
、
ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
株
価
が
大
暴
落
し
た
10
月
29
日

は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ズ
デ
イ
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
M
o
M
A
は
そ
の
9
日
後
と
い
う
最
悪

の
時
期
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
ま
ず
、
現
在
の
住
所
と
違
う
５
番
街
と
57
丁
目

の
角
ヘ
ク
シ
ャ
ー
ビ
ル
12
階
を
借
り
て
（！）
美
術
館
が

始
ま
り
ま
す
。
開
館
記
念
展
は
「
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
、
ス
ー
ラ
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
」。
4
人
の
巨

匠
の
名
前
を
見
る
と
M
o
M
A
に
し
て
は
穏
当
な

印
象
で
す
が
、
当
時
こ
れ
ら
の
作
品
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
見
る
こ
と
は
難
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
多

く
借
用
し
た
野
心
的
な
展
覧
会
と
い
え
ま
す
が
、

て
驚
く
の
は
、
ク
レ
ー
（
40
年
没
）
も
ド
ロ
ー
ネ
ー

（
41
年
没
）
も
ま
だ
存
命
中
で
、
エ
ル
ン
ス
ト
も

モ
ン
ド
リ
ア
ン
も
グ
ロ
ピ
ウ
ス
も
ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
亡

命
・
移
住
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
1
9
3
9
年
5
月
10
日
、
M
o
M
A
は
現
在

の
場
所
西
53
丁
目
11
番
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
年
の
12
月
に
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
1
9
1
9

－

1
9
2
8
」
と
い
う
、
わ
ず
か
5
年
前
に
ナ
チ
ス
に

よ
っ
て
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
評

価
・
検
証
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
活
動
の
主
軸
と
す
る
方
針

は
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
60
年
代
に
は
、
M
o
M
A
の
最
初
の
建
築
部

門
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
だ
っ
た
建
築
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
改
修
を
行
い
ま
す
。
こ
の
と
き
ア

ビ
ー
・
ア
ル
ド
リ
ッ
チ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
彫
刻
庭

園
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
M
o
M
A

の
創
始
者
の
1
人
の
名
前
を
冠
し
た
も
の
で
す
。

1
9
8
3
年
シ
ー
ザ
ー
・
ペ
リ
の
改
修
を
経
て
、

1
9
9
6
年
売
り
に
出
た
隣
の
ホ
テ
ル
を
購
入

し
た
M
o
M
A
は
、
1
9
9
7
年
日
本
人
建
築

家
の
谷
口
吉
生
を
指
名
し
て
増
改
築
を
行
い
、

2
0
0
4
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
時
、
谷

口
吉
生
が
手
が
け
た
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美

術
館
や
豊
田
市
美
術
館
に
、
M
o
M
A
の
人
た
ち

が
視
察
に
来
て
い
る
と
い
う
ウ
ワ
サ
が
聞
こ
え
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

　
あ
と
5
年
で
開
館
か
ら
1
0
0
年
で
す
が
、
収

蔵
品
ほ
ぼ
０
か
ら
、
現
在
の
約
20
万
点
と
い
う
の
は

想
像
を
絶
し
ま
す
。
M
o
M
A
の
話
を
書
い
た
の

は
、
美
術
館
と
い
う
も
の
の
本
来
の
性
格
と
し
て
、

増
え
て
い
く
収
蔵
作
品
や
資
料
、
新
し
い
表
現
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
、施
設
や
機
材
を
バ
ー
ジ
ョ
ン・

ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
顕
著

な
例
と
し
て
示
し
た
か
っ
た
た
め
で
す
。
全
国
の
地

方
自
治
体
の
施
設
改
修
担
当
の
方
に
は
、
壊
れ
た

箇
所
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

を
認
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。 

改
修
と
増
築
を
繰
り
返
す
美
術
館 

前
山
裕
司  

新
潟
市
美
術
館
特
任
館
長

ワークショップ
「オノマトペからマスコットを
つくろう」を開催しました。 

　新潟で活動する美術家・ワタナベメ

イさんを講師にお迎えし、当館で約4年

ぶりとなるワークショップを実施しまし

た。「コレクション展４」の名品特集を鑑

賞しながらそれぞれの作品の表面の様

子や質感を「オノマトペ」に変換し、その

「オノマトペ」をてがかりに厚紙を用い

てマスコットを制作しました。 

　完成したマスコットのオノマトペは

「カチカチ」「ゴワゴワ」などなど…。質

感や、色の重ね方、作品の形などに注目

したものが出来ました。展示室マップに

集結させると、各々の個性が際立って見

えてきます。マスコットづくりを通じて、

より作品に親しみをもてたように思いま

す。講師を務めて下さったメイさん、ご

参加いただいた皆さま、ありがとうござ

いました。 
（学芸員　岡村 秀美）

 2024年3月17日（日）

―
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　
母
が
言
う
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
と
に

か
く
紙
と
か
描
く
も
ん
が
あ
る
と
、
う
ん
う
ん

言
い
な
が
ら
、
言
葉
を
喋
る
前
か
ら
描
い
て

た
っ
て
い
う
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
ま
し
た
。
私

の
記
憶
に
あ
る
の
は
、
幼
稚
園
や
ら
小
学
生
の

時
に
、
普
通
の
土
か
ら
だ
ん
だ
ん
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
ロ
ー
セ
キ
っ
て

い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
チ
ョ
ー
ク
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う
も
ん
で
す
け
ど
、
幼
稚
園
か

ら
帰
る
と
、（
道
路
に
）
自
分
を
描
い
た
り
、

友
達
描
い
た
り
怪
し
く
描
い
た
り
。
だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん
や
っ
て
る
う
ち
に
、
物
語
み
た
い
な

感
じ
で
、
お
父
さ
ん
が
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
犬
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
り
し
て
、
な
ん
て

面
白
い
ん
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
て
て
。
や
っ
て
い

る
う
ち
に
、
一
つ
の
物
語
に
な
る
っ
て
い
う

か
。
雨
が
降
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る

と
（
絵
が
）
崩
れ
ま
す
よ
ね
、
す
る
と
ま
た
そ

こ
か
ら
描
き
出
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
動
い

て
い
く
形
っ
て
い
う
の
は
、
子
ど
も
心
に
面
白

か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

―
好
き
な
画
家
な
ど
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？

　
も
う
数
限
り
な
く
い
る
ん
で
す
け
ど
、
若

い
頃
に
は
ボ
ッ
シ
ュ
（
注
1
）
と
か
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
（
注
2
）
と
か
。
不
可
思
議
で
あ
り
な

が
ら
、
細
か
く
も
描
い
て
あ
り
な
が
ら
、
全

体
が
面
白
く
ま
と
ま
っ
て
る
っ
て
い
う
点

で
。
や
っ
ぱ
り
あ
の
あ
た
り
（
の
画
家
）
は
、

私
が
若
い
時
に
考
え
た
感
覚
が
ず
っ
と
続
い

て
る
で
し
ょ
う
。

―
そ
う
い
っ
た
画
家
た
ち
の
こ
と
は
、
ど
こ

で
知
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
本
で
す
ね
。
も
と
も
と
高
校
が
絵
の
学
校

行
っ
て
ま
し
た
ん
で
、
駒
場
高
校
っ
て
い
う

の
が
あ
っ
て
（
東
京
都
立
駒
場
高
等
学
校
芸

術
科
卒
）。
そ
こ
に
は
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

よ
く
読
ん
で
ま
し
た
ね
。
私
的
な
こ
と
な
ん

で
す
け
ど
、
父
が
高
校
二
年
の
時
に
倒
産
し

ち
ゃ
っ
た
の
ね
。
大
き
な
家
か
ら
ほ
ん
の
ち
っ

ち
ゃ
い
、
も
う
三
畳
、
六
畳
ぐ
ら
い
し
か
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
て
。
自
分
で

月
謝
を
払
っ
て
高
校
と
短
大
（
武
蔵
野
美
術

短
期
大
学
）
を
出
た
ん
で
す
。

―
え
え
、
そ
ん
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
す

か
。
ア
ル
バ
イ
ト
と
か
し
な
が
ら
…
？

　
う
ん
、
パ
ン
屋
に
行
っ
た
り
、
ラ
ー
メ
ン

屋
に
行
っ
た
り
。
で
も
い
つ
も
本
を
見
て
ま

し
た
ね
。
い
や
ぁ
、
こ
れ
は
す
ご
い
な
っ
て
。

家
の
こ
と
考
え
る
と
ち
ょ
っ
と
暗
く
な
っ

ち
ゃ
う
の
で
、
い
つ
も
図
書
館
に
行
っ
て
、

こ
う
い
う
風
な
絵
描
い
て
み
た
い
な
と
か
、

い
ろ
い
ろ
思
い
な
が
ら
ね
。

―
現
在
は
、
美
術
団
体
の
二
紀
会
や
、
母
校

で
あ
る
武
蔵
野
美
術
大
学
の
理
事
な
ど
な
さ
っ

て
い
ま
す
ね
。
絵
画
制
作
と
の
両
立
が
難
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
忙
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
大
変
な
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
を
な
く
し
ち
ゃ
っ

た
ら
私
自
身
の
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
か

ら
、
そ
こ
を
な
ん
と
か
ね
、
や
り
く
り
し
て

る
っ
て
い
う
感
じ
。
毎
日
あ
と
2
時
間
は
描
け

る
！
と
か
ね
。
で
も
楽
し
い
か
ら
ね
。
苦
し
い

の
も
同
じ
に
あ
る
ん
だ
け
ど
、
今
描
き
た
い
絵

の
完
成
を
見
た
い
と
い
う
の
が
す
ご
く
あ
る
わ

け
で
。
こ
れ
は
完
成
じ
ゃ
な
い
、
こ
れ
は
ダ
メ

だ
、
っ
て
い
う
感
じ
で
。
ど
ん
ど
ん
詰
め
て
い

く
中
に
ち
ょ
っ
と
、
新
し
い
、
今
ま
で
に
描
い

た
こ
と
な
い
ぞ
こ
れ
は
！
と
か
ね
。
こ
う
い
う

考
え
方
は
今
ま
で
し
な
か
っ
た
な
と
か
…
。

　
こ
れ
は
う
ま
く
い
か
ん
ぞ
、
み
た
い
な
の
は

よ
く
あ
り
ま
す
ね
。
だ
け
ど
、
そ
れ
も
絵
で
解

決
し
て
い
く
以
外
な
い
ん
で
、
ま
た
描
い
て
描

い
て
描
き
ま
く
っ
て
い
く
な
か
に
、
ち
ょ
っ
と

明
か
り
が
見
え
た
か
な
み
た
い
な
。
失
敗
は
成

功
の
も
と
な
ん
て
、
つ
ま
ん
な
い
こ
と
言
い
ま

す
け
ど
、で
も
本
当
に
そ
う
だ
と
思
う
。
失
敗
っ

て
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
。
あ
と
こ
れ
直
し
ゃ
い
い
ん
だ
な
っ
て
い

う
感
じ
で
、
一
か
月
ぐ
ら
い
勉
強
し
ま
す
よ
。
で

も
ね
、な
ん
か
そ
こ
で
パ
ー
っ
て
や
れ
る
と
、は
ー
、

絵
を
描
い
て
て
よ
か
っ
た
と
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
絵
の

醍
醐
味
は
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

―
絵
が
完
成
し
た
と
思
う
の
は
ど
ん
な
瞬
間

な
の
で
し
ょ
う
。

方
が
下
に
沈
ん
で
い
く
も
の
と
、
上
に
上
が
っ

て
い
く
も
の
…
、
こ
う
い
う
感
じ
に
し
た
。

人
が
ね
、
走
っ
て
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
も
何
回

も
何
回
も
し
て
る
う
ち
に
こ
う
い
う
の
が
出

て
き
た
っ
て
い
う
絵
で
ね
。
結
構
マ
チ
エ
ー

ル
み
た
い
の
を
つ
け
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
さ
ら
描
い
て
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

な
ん
か
こ
の
へ
ん
、
わ
り
か
し
が
っ
ち
り
つ

け
て
て
（
道
路
の
あ
た
り
を
示
す
）。
二
紀
会

に
こ
れ
を
最
初
に
出
し
た
時
に
、「
遠
藤
さ
ん

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ね
。
い
い
よ
。」
な
ん
て

い
う
先
生
も
い
て
ね
。
そ
の
頃
ま
だ
30
代
で
、

そ
う
い
う
記
憶
あ
り
ま
す
。
私
、
こ
の
絵
が

好
き
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

―
じ
ゃ
あ
、
美
術
館
か
ら
声
が
か
か
っ
た
時

に
は
…
（
1
9
8
6
年
新
潟
市
美
術
館
購
入
）

　　
そ
う
、
嬉
し
か
っ
た
。
ま
だ
何
者
で
も
な

い
私
の
絵
を
ね
、
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
っ

て
い
う
の
は
ね
。
こ
の
調
子
で
や
っ
て
も
い

い
ん
だ
っ
て
い
う
後
押
し
さ
れ
た
よ
う
で
よ

く
覚
え
て
ま
す
。（
新
潟
市
美
術
館
の
）
壁

　
不
思
議
な
ん
だ
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ

ん
煮
詰
め
て
い
く
中
に
な
ん
か
こ
う
、
ぴ
ゅ

ん
と
寂
し
く
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

で
す
よ
ね
。
完
成
の
最
後
の
方
で
す
ね
。
生

き
て
る
こ
と
が
寂
し
い
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い

し
、
こ
の
絵
が
終
わ
る
か
ら
寂
し
い
っ
て
わ

け
で
も
な
い
し
、
な
ん
か
わ
か
ん
な
い
け
ど

虚
し
い
っ
て
い
う
変
な
感
覚
が
あ
っ
て
、
こ

れ
は
こ
れ
で
終
わ
り
か
な
っ
て
い
う
そ
ん
な

感
じ
し
ま
す
よ
ね
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
詰

め
て
い
か
な
い
と
そ
れ
は
出
て
こ
な
い
ん
で

す
け
ど
。
な
ん
と
も
言
葉
に
表
現
で
き
な
い
。

こ
う
や
っ
て
見
る
と
（
翌
日
の
開
幕
記
念
講

演
会
の
た
め
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
て
）、

そ
の
頃
の
自
分
が
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
あ
、

こ
の
頃
こ
ん
な
こ
と
考
え
て
た
ん
だ
。
絵
を

見
て
ね
、
な
ん
か
涙
が
出
ち
ゃ
う
よ
う
な
と

こ
ろ
あ
り
ま
す
よ
。

―
ち
な
み
に
、
新
潟
市
美
術
館
が
所
蔵
し

て
い
る《
た
そ
が
れ
の
街
》を
ご
覧
に
な
っ
て
、

思
い
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
（
図
1
、
表

紙
作
品
）

に
飾
っ
て
あ
る
か
ら
っ
て
い
う
話
を
聞
い
て

ひ
と
り
で
見
に
来
た
の
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

個
展
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
本
当
に
思
っ
た

の
。
40
年
で
こ
う
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
本

当
に
感
慨
深
い
で
す
よ
。ど
こ
に
置
い
て
あ
っ

た
か
っ
て
全
然
覚
え
て
な
い
ん
で
す
よ
。
壁

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
2
0
0
号
の
絵
が
あ
っ

て
、
し
み
じ
み
と
そ
う
思
っ
た
も
ん
。
人
生

わ
か
ん
な
い
ね
。（
笑
）

―
当
館
と
し
て
も
、
開
館
当
初
に
収
蔵
さ

れ
た
作
品
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
よ
う
な
個

展
の
開
催
に
繋
が
っ
た
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た

が
、
何
か
新
潟
で
の
思
い
出
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
高
校
の
と
き
に
芸
術
科
に
い
た
ん
で

す
け
ど
、
主
人
は
普
通
科
の
部
長
を
や
っ
て

た
の
。
そ
の
と
き
に
合
同
で
、
新
潟
に
あ
る

山
に
夏
休
み
に
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
行
こ
う
っ

て
な
っ
て
。
そ
の
山
に
行
っ
て
、
帰
っ
て
き

て
―
私
は
石
の
上
で
絵
を
描
い
て
い
た
の
を

よ
く
覚
え
て
る
ん
で
す
け
ど
―
、
懇
親
会
っ

て
い
う
か
…
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
す
る
や

つ
。
…
遠
藤
君
が
ね
、
そ
の
隅
の
方
に
い
る

ん
で
す
よ
。
普
通
科
か
ら
参
加
し
て
る
人
は

少
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
。

こ
ち
ら
は
芸
術
科
だ
か
ら
み
ん
な
で
わ
い
わ

い
騒
い
で
た
ら
、
静
か
で
、
素
敵
な
男
の
子

が
い
る
か
ら
ね
。「
遠
藤
君
、
お
い
で
よ
」
っ

て
言
っ
た
の
、
そ
し
た
ら
彼
は
照
れ
て
ね
、

こ
っ
ち
来
る
ん
だ
け
ど
、
わ
い
わ
い
し
て
る

う
ち
に
ま
た
向
こ
う
行
っ
ち
ゃ
う
わ
け
。
ま

た
「
遠
藤
君
、
お
い
で
よ
」
っ
て
。
そ
し
て

な
ん
と
な
く
仲
間
に
な
っ
て
。
そ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
お
話
を
ね
、
す
る
よ
う
に
な
っ
て
。

そ
ん
な
感
じ
で
22
歳
で
結
婚
し
た
の
。
わ
か

ん
な
い
で
す
よ
ね
。
新
潟
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

が
な
け
れ
ば
、
結
婚
し
て
な
か
っ
た
と
思
う
。

―
”遠
藤
“
彰
子
は
生
ま
れ
て
な
か
っ
た
わ

け
で
す
ね
。

　
違
う
か
た
ち
に
な
っ
て
た
か
も
し
れ
な
い
。

不
思
議
で
す
ね
。
だ
か
ら
新
潟
っ
て
い
う
と

ね
、私
的
に
は
、あ
あ
、あ
そ
こ
行
っ
た
ん
だ
っ

て
い
つ
も
思
い
出
す
の
。

注1. ヒエロニムス・ボッシュ（1450頃－1516）ネーデルラントの画家。細密な描写を用いて、異形の生き物が画面を埋めつくし、  
        空想上の建物が立つ、奇想天外な作品を制作したことで知られる。代表作は《快楽の園》など。

注2.ピーテル・ブリューゲル（父）（1525/30－1569）フランドルの画家。庶民の生活や労働を題材にした世俗的な作品を手掛け「農民の
　　画家」と呼ばれる。代表作である《バベルの塔》など宗教を主題とした作品や、寓意を込めた作品も描いた。
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聞き手：児矢野あゆみ、塚野卓郎（新潟市美術館学芸員）

遠
藤
彰
子

描
い
て
、描
い
て
、描
き
ま
く
る

　
　
　
　  

遠
藤
彰
子
の
世
界

遠藤彰子は、1947年東京都中野区生まれ。神奈川県相模原市にアトリエを構え、今も変わらず精力的に絵を描き続
けている。当館では、新潟県で初の個展となる「遠藤彰子展　巨大画の迷宮にさまよう」（2024年6月22日～8月25

日）を開催中。展示作業の全日程に遠藤先生が立ち会い、作品の配置から照明まで細かなアドバイスを受けながら出
来上がった展覧会である。展示作業も一段落し、展覧会初日の開幕記念講演会を明日に控える6月21日にお話をう
かがった。
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図1.遠藤彰子 《たそがれの街》 1982年 新潟市美術館蔵


